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【緒言】我々は Ca-Pr-Fe-As系において Tc ~20 K, 面間隔 10.4 Å程度の層状構造を有する新規鉄系

超伝導体が存在することを見出し、単結晶構造解析により(Ca,Pr)FeAs2 (Ca112)を同定した[1~3]。

Ca112相は FeAs層、Ca面、Asのジグザグチェーン層から構成されており、他の多くの鉄系超伝

導体と異なり単斜晶系の構造を有している。以前報告したように(Ca,Pr)112 の Tcは Fe サイトへ

の Niの共ドープにより上昇する[1]。また(Ca,La)112では 30 Kを超える Tcを示し、更に Pや Sb

のドープにより 40 K超の Tcを示すことが報告されている
[4,5]。以上よりキャリア濃度が制御でき

れば 112系のさらなる Tcの向上が期待できる。そこで本研究では RE、遷移金属を様々に組み合

わせてドープした Ca112を作製し、超伝導特性の評価を行った。 

【実験】(Ca,RE)(Fe,M)As2焼結体試料は石英管中での固相反応法及び高圧合成法により合成した。

得られた試料に対し、構成相や格子定数は粉末 X線回折測定、局所化学組成は EDX分析、超伝

導特性は SQUID磁束計による磁化測定と交流 4端子法による抵抗率測定を行い評価した。 

【結果と考察】仕込組成を Ca0.9Pr0.1(Fe1-xMx)As2とし 1000°Cで 24 h焼成し試料を作製した。試料

は Ca112, FeAs, FeAs2の混相であった。Fig. 1に試料の磁化率の温度依存性を示した。Niや Coを

加えた試料は Tcが 30 K程度まで向上しており、他の鉄系超伝導体と異なり Coや Niの共ドープ

で Tcが上昇することが分かった。一方、Mnを加

えた試料は反磁性を示しておらず、これは Ca112

相においてもMn置換により超伝導が大きく抑制

されることを示している。また常圧下での合成で

は単相の Ca112を得るのが難しいが、高圧下での

合成では純度の高い試料が得られることが分か

った。今後更に Ca112相の合成条件を最適化する

ほか、高圧下での抵抗率測定等も行う予定である。 
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Fig. 1 ZFC and FC magnetization curves of 

(Ca,Pr)(Fe,M)As2.  
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